
てん
かん
は、あ

らゆ
る年
齢で
発病
する
脳

の病
気で
す。乳

幼児
化荒
高齢
者ま
で、全

国に約
100
万人の

患者さ
んがい

ます。
発

作の
症状
や予
後に
は個
人差
や多
様性
があ

り、て
んか
んの
ある
人と
して
一律
には
語

れま
せん。

ライ
フス
テー
ジ毎
に、未

だに

さま
ざま
な不
利益
を受
ける
こと
があ
りま

す。当
協会
では、

それ
らの
不適
切な
事態

を解
消し、

てん
かん
のあ
る人
とそ
の家
族

が暮
らし
やす
い社
会の
実現
を目
指し
ま

す。そ
のた
めに、

今年
も皆
さん
のご
理解

とご
支援
を受
けて、

国会
にも
理解
を求
め、

政府
に働
きか
けを
行い
ます
。

※請
願す
る全
９項
目に
つい
ての
現状
と目
標を
ご説
明

　し
ます
ので
、是
非参
考に
して
くだ
さい
。
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てんか
んのあ

る人と

その家
族の生

活を

支える
ために

必要
なこと

って？

医療

全国ど
こでも

かわら
ぬ

「てん
かん医

療」が
必要で

す

日本の
てんか

ん医療
は、世

界的に
も高い

水準に
あり

ます。
ところ

が、国
内の診

療体制
にはま

だ地域
格差

がみら
れます

。どこ
に住ん

でいて
も安心

したて
んか

ん診療
が受け

られる
ように

、現在
政府が

進める
体制

整備事
業を全

都道府
県に行

き届か
せてく

ださい
。そ

の上で
、救急

医療、
公費負

担医療
などと

の連携
を

図って
くださ

い。

◆てん
かん診

療の地
域格差

を解消
し、安

心して
受診で

きる制
度の

     充
実を図

ってく
ださい

。

「国民
の理解

」が

必要で
す !!

人は、
分か
らな
いこ
とに
つい

て不安
をもち

ます。
てんか

んに

つい
ても
、同
じで
す。病

気の
基

礎知識
や発作

時の適
切な介

助法を

知る
こと
で、多

くの
市民
の理
解が

高ま
りま
す。当

協会
と日
本て
んか
ん

学会に
よる活

動に加
え、政

府や自
治体

でも
メデ
ィア
など
の協
力も
得て、

是非

国民全
般や公

共機関
従事者

への広
報を推

進して
くださ

い。

◆

）月２（」日のんかんて界世「、）月01（」間月んかんて「
　 を

国民に
周知し

、てん
かんの

基礎知
識と発

作の正
しい

　  介
助法を

広報し
てくだ

さい。

治りに
くいて

んかん
への

支援が
必要で

す。

てんか
んの約

8割は
、診療

技術の
向上に

より発
作症状

をコン

トロー
ルでき

るよう
になっ

てきま
した。

しかし
、発作

の抑制

が難し
い「難

治てん
かん」

も残さ
れてい

ます。
さらに

、てん

かんが
発病す

る原因
の多く

も分か
ってい

ません
。てん

かんの

解明と
難治タ

イプ治
療のた

めの臨
床研究

事業を
、政府

として

推進を
してく

ださい
。

　　　
　◆難

治てん
かんの

克服に
向けた

研究・
開発を

推進し
てくだ

さい。

届け
、ひびけ、わたしたちの声

！
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福祉 教育

交通

てんか
んがあ

っても
働きた

い！

てんか
んがあ

るだけ
で、働

く場を
制限さ

れてし
まう現

実が全
国であ

ります
。てん

かんの
状態に

配慮し
た、採

用、

継続、
斡旋の

推進と
ともに

、差別
禁止や

合理的
配慮の

対

象とし
ても、

事業所
への啓

発と指
導を行

ってく
ださい

。ま

た、障
害者雇

用制度
につい

てもて
んかん

のある
人が対

象と

なり得
ること

を、全
国に指

導をし
てくだ

さい。

◆てん
かんが

あるこ
とだけ

で制限
が生じ

ること
のない

ように
、働く

場の機
会充

　  実
を図っ

てくだ
さい。

すべて
の教職

員に

｢てん
かんの

正しい
知識｣

を！

てんか
んは、

小児期
のポピ

ュラー
な疾患

の一つ
です。

発作

のタイ
プや対

処の方
法でも

、医学
的な裏

付けの
ある研

修資

材があ
ります

。学校
教育に

携わる
教職員

に、民
間が提

供す

る機会
を含め

ててん
かん基

礎知識
と発作

介助法
を学ぶ

機会

を設け
てくだ

さい。
また保

健教育
で、病

気や障
害を理

解す

るカリ
キュラ

ムを拡
充して

くださ
い。

◆すべ
ての教

職員・
コーデ

ィネー
ターに

、適切
なてん

かんの

　基礎
知識を

普及し
てくだ

さい。

みんな
と一緒

に活動
したい

！

てんか
んがあ

るとい
うこと

で、過
度な行

動制限
（水泳

、宿泊

研修、
技術科

実習な
ど）を

しない
でくだ

さい。
発作症

状があ
っ

た場合
にも、

坐薬や
頓服薬

の使用
で安定

できる
ことが

ありま

す。主
治医や

家庭と
の連携

の中で
、てん

かんの
ある一

人一人

の状態
にあっ

た適切
な対処

ができ
るよう

、生活
指導表

などの

整備を
してく

ださい
。

◆てん
かんを

理由に
した活

動制限
が生じ

ないよ
う、安

心して
学習で

きる環
境

　整備
を推進

してく
ださい

。４

◆
  私

たち
の声
を国会へ届けよう  ◆

労働

地域
格差
のな
い選
択可
能な

サービ
スの提

供を！

てん
かん
は、発

作症
状だ
けが
問題
と思
わ

れがち
です。

しかし
、発作

がいつ
おきる

か

分から
ない不

安、薬
による

副作用
、脳に

起因

する
高次
脳機
能、発

達、知
的、精

神な
ど障
害

の併発
、など

課題を
抱えて

います
。てん

かんの

特性を
踏まえ

て、て
んかん

のある
人も利

用しや
す

い福祉
サービ

スの運
用、相

談窓口
の拡充

をお願
い

します
。

◆てん
かんの

障害特
性に配

慮して
、福祉

サービ
スや相

談窓口
が全国

　  で
格差な

く利用
できる

よう推
進して

くださ
い。

なぜ、
｢運賃

減免制
度｣が

必要

なので
しょう

か？

てんか
んのあ

る人は
、その

病態に
よって

精神障
害者保

健福

祉手帳
を取得

できま
す。自

動車運
転に制

限が生
じるこ

とか

ら、移
動サー

ビスが
望まれ

ます。
しかし

、この
手帳で

は公

共交通
機関の

運賃減
額が受

けられ
ないこ

とがあ
ります

。身

体およ
び知的

障害者
手帳と

同等の
サービ

ス提供
を推進

して

くださ
い。差

別解消
法の理

念です
。

◆すべ
ての交

通運賃
減額制

度の対
象に、

精神障
害者保

健福祉
手帳を

加えて

　くだ
さい。

先端技
術で行

動範囲
が

広がり
ます！

私たち
も、交

通の安
全を望

みます
。その

ため、
安心し

て交

通機関
を利用

できる
ために

、ホー
ムドア

の拡充
、案内

人の

配置、
休憩ス

ペース
の提供

などを
求めま

す。ま
た、自

動車

の運転
につい

ても、
安全運

転に支
障の生

じる症
状が改

善さ

れた人
も、そ

の後安
心して

運転を
再開で

きるた
めの最

新技

術の導
入を、

しやす
くして

くださ
い。

◆てん
かんの

ある人
も活用

できる
、交通

安全に
向けた

先端技
術の活

用

　を推
進して

くださ
い。


